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一
、
経
済
成
長
と
環
境
問
題

わ
れ
わ
れ
が
そ
の
必
要
性
を
明
確
に
意
識
す
る
し
な
い
と

に
関
わ
り
な
く
、
自
然
環
境
は
人
類
や
そ
れ
以
外
の
生
物
が

自
己
を
再
生
産
し
、
よ
り
以
上
の
進
化
を
遂
げ
る
た
め
の
基

礎
的
な
条
件
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
般
的
に
は
、

そ
の
条
件
を
所
与
の
も
の
と
し
て
利
用
し
、
し
か
も
無
償
で

環
境
再
生
産
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
人
類
が
共
同
社
会
を
形
成
し
、
そ
の
社
会
の
生

産
力
上
昇
を
目
的
と
し
て
、
人
為
的
に
自
然
界
に
対
す
る
働

き
か
げ
を
強
め
る
、
い
わ
ゆ
る
開
発
行
為

(事
業
)
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
条
件
は
徐
々
に
で
は
あ
る

が
変
化
し
て
き
た
。

歴
史
的
に
は
、
資
本
主
義
的
な
生
産
様
式

(方
法
)
の
進

展
に
つ
れ
て
、
自
然
環
境
に
働
き
か
け
る
開
発
行
為
は
、
経

済
成
長
や
国
民
生
活
の
向
上

・
利
便
性
に
と
っ
て
必
要
条
件

で
あ
る
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と
、
確
実
に
自
然

・
生
活
環

境
の
破
壊
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

環
境
破
壊
の
程
度
は
、
社
会
制
度
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
本

質
的
に
は
社
会
的
な
生
産
力
の
増
大
と
そ
れ
に
伴
う
科
学
技

術
の
発
展
度
合
に
応
じ
た
開
発
行
為
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
社
会
的
に
規
制
さ
れ
、
保
全
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
、
社
会
的
な
発
展
と
環
境
問
題
が
無
意
識
的
に
バ
ラ

ソ
ス
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
資
本
主
義
的

生
産
様
式
以
前
の
社
会
で
は
、
低
技
術
力

・
低
生
産
性
ゆ
え

に
、
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
社
会
問
題
と
は
な
り
え
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
資
本
主
義
的
な
生
産
様
式
を
採
用
し

て
い
る
社
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
発
展
の
初
期
段
階
や
準
備

段
階
で
は
、
企
業
の
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
利
潤
追
求
行
動
や

民
主
主
義
制
度

・
都
市
計
画
の
未
成
熟
さ
に
起
因
す
る
無
計

画
な
工
業
化

・
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
環
境
破
壊
の
度
合

が
急
上
昇
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
因

果
関
係
と
責
任
の
所
在
は
明
白
で
あ
り
、
極
め
て
不
十
分
で

は
あ
る
が
、
そ
の
問
題
の
処
理
は
当
該
地
域
や
企
業
内
で
行

な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
戦
前
で
の

足
尾
鉱
毒
事
件
や
熊
本

・
新
潟
の
水
銀
中
毒
事
件
、
富
山
の

カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
等
、
戦
後
で
の
多
目
的
ダ
ム
開
発
に
よ
る

地
域
消
滅

(水
没
)
問
題
や
農
地
開
発
、
森
林
開
発
に
よ
る

自
然
破
壊
問
題
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も

「自
然
環
境
、
住
民
の
命
や
暮
し
、
地
域
の
産
業
を

守
る
」
運
動
と
し
て
は
局
地
的
な
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
国
民

の
多
く
が
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
生
活
を
含
め

て
の
自
然
環
境
を
守
る
運
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

「経
済

成
長
優
先

・
生
産
第

一
主
義
」
の
国
策
を
大
き
く
転
換
す
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
環
境
問

題
は
国
家
や
企
業
に
よ

っ
て
狭
い
範
囲
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
環
境
問
題
は
、
大
量
生
産

・
販
売

・
廃

棄
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
物
質
文
明
社
会
が
実
現
し
、
さ
ら

に
は
民
主
主
義
的
制
度
が
あ
る
程
度
国
民
生
活
に
定
着
し
た

中
で
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は

一
般

的
に
は
、

一
地
域
内
の
狭
い
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済

・

社
会
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
の
環
境
の
悪
化
と
し
て
国
民
に

認
識
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
さ
ら
に

一
国
内
を
越
え
て
、
核
戦

争
に
よ
る
破
壊
と
並
ん
で
人
類
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
地
球
的
な
規
模
で
の
修
復
不
能
な
環
境
問
題
と
な
っ

て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
立
ち
現
れ
て
く
る
。
今
や
そ
れ
は
、
大

量
浪
費
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た

「現
代
文
明
」
の
存
立
そ

の
も
の
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
ま
で
に
深
刻
化
し
て

き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
修
復
不
能
な
環
境
問
題
の
出
現
は
、
時
期
的

に
は
、
国
民
の
大
量
生
産

・
大
量
消
費
を
前
提
と
し
た
高
度

経
済
成
長
期
に
お
け
る
重
化
学
工
業
化
や
そ
れ
を
先
導
し
た

大
規
模
な
公
共
投
資
事
業
の
展
開
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
都

市
や
農
村
で
の
自
然
改
造

・
破
壊
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
か
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ら
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
原
因
の
第

一
は
、

「経
済
発
展
」
イ
コ
ー

ル

「国
民

生
活
の
向
上
」
と
い
う
美
名
の
も
と
に
、
国
家
や
企
業
が
、

極
端
な
ま
で
の

「経
済
的
合
理
性
の
追
求
」
や

「高
度
経
済

成
長
の
達
成
」
に
国
民
意
識
を
駆
り
立
て
、
高
い
利
潤
を
求

め
て
の
経
済
計
算
に
し
た
が
っ
て
、
自
然
環
境
を
含
め
て
諸

資
源
を
総
動
員
し
た
結
果
で
あ
る
。
第
二
は
、
科
学
の
急
速

な
発
展
と
そ
れ
に
基
づ
く
技
術
の
高
度
化
と
そ
の
利
用
が
、

企
業
の
利
潤
追
求
行
動
や
国
家
の
開
発
事
業
展
開
に
独
り
占

め
さ
れ
、
国
民
的
な
合
意
無
し
に

一
人
歩
き
し
た
結
果
、
自

然
界
や
経
済
社
会
の
再
生
産

(循
環
)
に
と

っ
て
必
要
以
上

の
生
産
力
"
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
た
た
め
で
あ
る
。
第
三

は
、
よ
り
高
い
利
潤
を
求
め
て
の
民
間
サ
イ
ド
で
の
開
発
行

為
と
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
標
榜
し
つ
つ
そ
れ
を
先
導
す
る
た

め
の
国
家
的
な
地
域
開
発
事
業
が
農
山
漁
村
地
域
で
推
進
さ

れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
経
済
生
活

に
必
要
な
物
質
的
豊
か
さ
を
手
に
入
れ
た
が
、
半
面
で
は
、

そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
自
然

・
生
活
環
境
の
破
壊
と
い
う
、

コ
ス
ト
計
算
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
も
の
を
失

っ
た
の
で
あ

る
。

二
、
北
海
道
開
発
事
業
と
環
境
問
題

こ
の
こ
と
は
社
会
全
体
や
地
方
自
治
体
、
地
域
住
民
に
生

産
や
科
学
技
術
の
暴
走
を

コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
十
分
に

備
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

反
省
を
踏
ま
え
、
近
年
、
自
然

・
生
活
環
境
の
保
全

・
保
護

と
い
う
観
点
か
ら
、
民
間
企
業
の
開
発
行
為
や
国
家
の
大
規

模
な
公
共
事
業
の
展
開
と
そ
れ
に
伴
う
諸
資
源
の
浪
費
に
対

し
て
、
地
域
住
民
や
自
治
体
か
ら
の
風
当
り
が
強
ま
っ
て
き

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
問
題
発
生
源
と
し

て
の
開
発
対
象
地
域
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
地
域
範
囲
や

領
域
を
越
え
て
国
民
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
各
種
の
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
し
ば
し
ば
計
画
内
容
の
変
更
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
出
現
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
戦
後
の
北
海
道
開
発
事
業
を
題
材
に
し
て
環

境
問
題
を
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
紙
幅
の
制
約
上
、
開
発
計

画
の
期
間
と
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
主
要
事
業

を
表
示
し
、
問
題
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

明
治
期
以
降
、

一
二
〇
年
余
り
に
わ
た
る
北
海
道
の
開
拓

・

開
発
の
歴
史
は
、
国
家
主
導
の
本
州
移
民
や
工
場
移
植
に
よ

る
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
自
然
破
壊
を
伴
う
開
発
行
為
の
実

施
と
先
住
民
族
の
同
化
政
策
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

も
後
世
の
環
境
に
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
な
大
規
模
で
広
範

囲
な
開
発
事
業
の
多
く
は
、
戦
後
の
北
海
道
開
発
計
画
の
中

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
開
発
事
業
の
大
部
分

は
北
海
道
自
身
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
資
本
主
義
の

発
展
に
と
っ
て
必
要
な
役
割
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
計
画

が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

戦
後
の
北
海
道
に
お
け
る
開
発
計
画
は
、
敗
戦
直
後

の

「戦
後
緊
急
開
拓
」
期

(正
式
な
開
発
計
画
と
は
な
っ
て
い

な
い
が
)
を
含
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
六
期
に
わ
た

っ
て
策
定

さ
れ
て
き
て
い
る
。

緊
急
開
拓
期
は
、
敗
戦
に
よ
る
食
糧
難
と
人
口
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
北
海
道
の
広
大
な
開
拓
適
地
と
豊
富
な
自
然

資
源
の
保
有
が
ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
側
面
で
事

業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需

を
契
機
に
、
日
本
経
済
が
敗
戦
の
痛
手
か
ら
徐
々
に
立
直
り

の
兆
し
を
み
せ
る
と
、
戦
後
開
拓
に
よ
る
入
植
者
は
次
々
と

都
市

へ
流
出
し
、
自
然
林
を
伐
採
し
て
開
か
れ
た
山
間
部
の

開
拓
地
は
大
部
分
が
カ
ラ
マ
ッ
林
や
草
地
に
変
わ

っ
て
い
っ

た
。
ま
た
不
足
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
の
た
め
、
水

力
発
電
用
の
ダ
ム
建
設
も
石
狩
川
上
流
の
山
間
部
を
切
り
開

き
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
資
源
開
発
の
主
旨
は
北
海

道
開
発
法

(
一
九
五
〇
年
)
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
、
こ
れ
ら

の
事
業
の
大
部
分
は
道
路

・
港
湾
等
の
産
業
基
盤
の
整
備
を

加
え
、
よ
り

一
層
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
第

一
期
の
第

一
次

五
力
年
計
画
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
篠
津
泥
炭
地
大
規
模

農
業
開
発
に
よ
る
水
田
化
や
根
釧
原
野
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
・
フ
ァ
ー
ム
の
着
工
、
金
山
ダ
ム
の
建
設
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
開
発
事
業
は
、
環
境
問
題
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ

未
開
発
地
域
の
開
発
整
備
や
発
展
の
た
め
の
準
備
段
階
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
生
産
力
の
発
展
水
準
と
開
発
行
為
と
の
間

に
は
不
特
定
多
数
を
巻
き
込
む
よ
う
な
際
だ
っ
た
ア
ソ
バ
ラ

ソ
ス
は
見
ら
れ
ず
、
環
境
破
壊
の
問
題
は
水
力
発
電
や
農
地

開
発
な
ど
の
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

日
本
経
済
が
高
度
成
長
期
に
入
る
と
、
北
海
道
の
開
発
も

資
源
開
発
か
ら
重
化
学
を
含
む
大
規
模
工
業
開
発

へ
と
転
換

し
、
安
価
な
土
地

・
水

・
労
働
力
を
求
め
る
本
州
企
業
の
受

け
入
れ
準
備
が
開
始
さ
れ
る
。
第

一
期
の
第
二
次
五
力
年
計

画
か
ら
第
三
期
計
画
の
途
中
ま
で
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
開
発

規
模
が
拡
大
し
、
そ
の
影
響
が
広
範
囲
に
わ
た
る
に
つ
れ
て

環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
時
期
で
も
あ

る
。
こ
の
重
化
学
工
業
開
発
計
画
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
事

業
の
展
開
は
、
札
幌
圏
や
室
蘭

・
苫
小
牧
を
含
む
道
央
地
域

に
集
中
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
拠
点
開
発
方
式
に
よ
る
経
済

合
理
性
の
追
求
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
大
規
模
工
業
港
と

し
て
の
苫
小
牧
東
港
や
流
通
港
と
し
て
の
石
狩
湾
新
港
、
高

速
道
路
や
新
千
歳
空
港
、
苫
小
牧
東
部
工
業
団
地
、
伊
達
や

苫
東
厚
真
火
力
発
電
所
、
工
業
用
水
の
た
め
の
大
規
模
な
ダ

ム
建
設
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
諸
開

発
事
業
の
推
進
に
よ
る
環
境
破
壊
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
、
各
地
で
国
や
北
海
道
開
発
庁
、
道
庁
に
対
し
て
の
反
対

運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
北
海
道
の
開
発
計
画
は
、
環
境
破
壊
の
問
題
を

残
し
た
ま
ま
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
等
経
済
情
勢
の
激
変
に
よ

り
中
断
さ
れ
、
第
四
期
～
五
期
の
低
経
済
成
長
に
対
応
し
た

2



新
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
新
計
画

の
内
容
は
、
過
去
に
策
定
さ
れ
た
大
規
模
開
発
事
業
を
そ
の

ま
ま
引
き
ず
り
、
さ
ら
に
今
日
で
は
、
新
た
な
環
境
破
壊
問

題
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
出
発
し
た
第
四
～
五
期
計
画
の
戦
略
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
内

容

(宗
谷
丘
陵
広
域
農
業
開
発
や
新
酪
農
村
建
設
に
よ
る
環

境
破
壊

・
汚
水
問
題
、
新
千
歳
空
港
の
国
際
化
と
二
十
四
時

間
開
港
に
よ
る
夜
間
騒
音
、
宇
宙
産
業
基
地
と
環
境
問
題
、

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
と
人
体
や
環
境

へ
の
影
響
等
々
)
で

あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
リ
ゾ
ー
ト
法
」
に
基
づ
く
各
地
の
無
秩

序
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
国
有
林
を
含
め
た
大
規
模
な
自

然
破
壊
の
発
生
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
各
地
で
新
規

の
道
路
建
設
が
も
ち
あ
が
り
、
そ
の
必
要
性
を
め
ぐ
っ
て
議

論
が
沸
騰
し
て
い
る
し
、
泊
原
発
の
運
転
と
安
全
性
に
問
題

を
感
じ
る
道
民
は
多
い
。
ま
た
、
道
央
地
域
を
縦
断
す
る

「千
歳
川
放
水
路
計
画
」
や

「幌
延
町
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
施
設
建
設
計
画
」
等
が
十
分
に
議
論
を
詰
め
な
い
ま
ま

国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
北

海
道
の
開
発
事
業
を
概
観
す
る
限
り
、
国
際
的

・
国
民
的
に

大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
地
球
環
境
の
保
護

・
保
全
と
は

無
関
係
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
環
境
保
護
の
流
れ
を
北
海

3

戦後の北海道開発計画 と開発事業

戦後の北海道開発計画(主 目標)

戦後緊急開拓期(1945～51年)
45年 戦後緊急開拓実施要領を閣議決

定(11月)

広 大な開発適地 と資源を保有す

る北海道の存在が再び クローズ ・
アップされる

食糧:難の打開 と人 口問題 の解 決

(開発目標;引 揚者 ・復員者 ・離

職者の帰農の促進)

第一期総合開発計画(52～62年)
第 一次五力年計画(52～56年)

(電源開発、食糧増産、道路 ・港湾 ・

河川等の産業基盤整備 ・拡充)

第 二次五力年計画(58～62年)

(産業振興;産 業基盤整備 と鉱工業
の振興、農林業の振興)

第二期総合開発計画(63～70年)

(工業 開発を中心に据えた産業構造
の高度化=苫 小牧 ・室蘭、釧路 ・

白糠での重化学工業基地の造成、

農林漁業の構造改善事業の実施)

第 三期総合開発計画(71～80年)
オ イル ・ショック等経済情勢の激変に

より、77年 度で計画を打ち切る。

(大規模工業開発に対応する交通 ・用
地 ・港湾の整備と高生産性を求めて

の大規模酪農基地建設、高速交通網
の整備 ・推進)

第四期総合開発計画(78～87年)

高成長から低経済成長期への転換に対

応 した定住圏:構想の推進

(過密の弊害の顕在化 とその他過疎地

域での社会基盤の崩壊 を克服するた
めの北海道の役割の強調、地域総合

環境圏による地域づ くり、資源有限

性の認識の高 まり、経済合理性の追

求による第一次産業 と鉱業の後退)

第 五期総合開発計画(88～97年)

国際化 と情報化 ・ソフ ト化 ・サービス

化に対応 し、21世 紀を展望 した地域づ
くり

(北方圏の中心地域 としての経済対応

と15の 戦略 プロジェクト=国 際化に

対応する基盤整備 と計画推進)

主 要 開 発 事業 一 覧

46～50年(5力 年間)で の開墾 目標70万 ㌶、

入植20万 戸(49年 末 までの実績=開

墾6万 ㌶、入植2.7万 戸 、内 離農
0.9万 戸 で在農戸数は1.7万 戸)

51年 桂沢 ダム着工(石 狩川水系幾春別川、
～57年 完成)

苫小牧工業港着工(西 港区、～63年)

55年 篠津泥炭地大規模農業開発着工(～

70年)

根 釧パイロット・ファーム着工(床

丹第一地区、～67年)

61年 金 山ダム着工(石 狩川水系空知川、
～68年)

64年 青 函 トソネル調査坑北海道側着工

65年 岩尾内ダム着工(手 塩川水系手塩川、
～71年)

天北 ・十勝草地開発事業着工
67年 豊平峡ダム着工(石 狩川水系豊平川、
～72年)

札幌～千歳間高速道路計画決定(～
71年 一部供用)

68年 大 雪ダム着工(石 狩川水系石狩川、
～75年)

69年 国道230号 線 中山峠開通

72年 伊達火力発電所建設反対訴訟起る

73年 根室新酪農村着工(～84年)

十勝 ダム着工(十 勝川水系十勝川、
～84年)

石狩湾新港着工(82年 部分供用)
74年 漁 川ダム着工(千 歳川水系漁川、～

80年)

75年 鹿 ノ子 ダム着工(常 呂川水系常呂川、
～83年)

新千歳空港建設着工(88年 部分開港)
76年 苫小牧東港建設着工(80年 一部開港)

77年 石狩放水路掘削(～82年)

苫東厚真火発着工(～80年)
78年 定山渓 ダム着工(石 狩川水系小樽内

川、～90年)

函館空港大型ジェッ ト化

北海道縦貫 自動車道供用開始

82年 沙流川総合開発着工(苫 小牧東部工

業基地の工業用水ダム)
旭川空港大型ジェット化

苫東石油備蓄基地オイル ・イソ

84年 釧路空港中型ジェッ ト化

宗谷丘陵広域農業開発着工

日高横断道着工(工 期20年)

小樽運河埋立て工事開始

泊原発本体工事着工(89年1号 機営

業運転)

幌 延町で高 レベル核廃棄物施設誘致
計画問題起きる

85年 新女満別空港中型 ・帯広空港大型ジェッ
ト化

86年 室蘭 ・白鳥大橋着工

87年 いわゆ る 「リゾー ト法」成立(各 地

で リゾー ト計画策定、自然破壊問題

起る)

知床国有林伐採に着手
88年 青函 トソネル完成

稚内空港ジェット化

千歳川放水路計画発表

90年 中標津空港 ジェット化
スパイクタイヤ規制法成立



道

に
も
定

着

さ
せ

ね
ば

な
ら

な

い
。

三
、
開
発
陪
発
展
と
環
境
保
全
と
の
両
立
を
目
指
し
て

ど
の
国
に
所
属
し
、
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
よ
う
と
も
、

す
べ
て
の
人
は
快
適
で
安
全
な
自
然

・
生
活
環
境
の
恩
恵
を

受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
は

「開
発
11
発

展
」
と

「環
境
保
全
」
と
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

一
つ
は
環
境
保
全
の
費
用

を
発
生
源
主
義
で
企
業
や
公
的
事
業
に
内
部
化
さ
せ
る
こ
と

で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
国
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
環
境
保
全

と
費
用
負
担
の
問
題
で
あ
る
。

前
者
に
関
し
て
は
、
北
海
道
の
開
発
事
業
を
例
示
す
る
ま

で
も
な
く
、

「現
代
の
豊
か
さ
」
を
実
現
す
る
た
め
の
国
家

や
民
間
の
開
発
行
為
は
、
大
規
模
で
複
合
的
な
環
境
破
壊
と

引
き
替
え
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
開
発
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る

「果
実

(生
産

物
や
サ
ー
ビ
ス
)
」
の
中
味
に
は
、
生
態
系
か
ら
の
恩
恵
が

コ
ス
ト
と
し
て
計
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は

い
わ
ば
環
境

保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
費
用
を
支
払
わ
な
い
で
便
益
の
み
を

享
受
し
、

「安
価
な
商
品
」
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
利

益
を
増
大
さ
せ
、
企
業
間
競
争
を
生
き
延
び
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
原
発
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
固

定
費
用
は
巨
額
で
あ
る
が
ラ
ソ
ニ
ソ
グ
コ
ス
ト
が
低
く
、
そ

の
結
果
、
安
価
な
電
気
を
提
供
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
問

題
は
電
気
料
金
の
安
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
未
完
成
の
技

術
に
よ
る
事
故
の
発
生
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
環
境
破
壊

問
題
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
問
題
な
ど
不
確
定
要
素
が
あ

ま
り
に
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
コ
ス
ト
計
算
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
最
終
的
な

処
理

(
コ
ス
ト
)
は
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
で
は
問
題
は
何
も
解
決
し
な
い
。
同
じ
様
な

他
人
任
せ
の
開
発
行
為
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
諸
施
設

(道
路
、
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
場
整
備
等
)
の
自
治
体
負
担
や

「千
歳
川
放
水
路
計
画
」
な
ど
に
み
ら
れ
よ
う
。
問
題
処
理

の
基
本
は

「発
生
源
主
義
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
者
の
問
題
は
、
国
民
の
日
常
生
活

一
般
か
ら
発
生
す
る

も
の
で
、

一
般
廃
棄
物
や
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
、
浪
費
行
動
の

抑
制
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
今
日
の
環
境
問
題
は
、
企

業
や
国
家
の
開
発
計
画
に
基
づ
く
開
発
行
為
が
発
生
源
の
中

心
を
な
し
て
い
る
が
、
国
民
生
活

一
般
が
も
た
ら
す
ケ
ー
ス

も
多
い
。
こ
の
場
合
の
責
任
の
所
在
は
、
企
業
や
国
家
の
よ

う
に
は
明
確
で
な
く
、
被
害
者
イ
コ
ー
ル
加
害
者
と
い
う
事

例
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
、
発
生
源
の
特
定
は
ま
す
ま
す
不

明
確
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
札
幌
市
で
排
出
さ
れ

る
生
活

・
産
業
廃
棄
物
が
北
広
島
町
で
処
理

・
処
分
さ
れ
る

場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
本
来
的
に
は
発
生
源
の
札
幌
市
で

処
理
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
高
い
コ
ス
ト
を
札
幌
市
民
は
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
コ
ス
ト
が
低
い
と
い
う

こ
と
で
隣
町
に
押
し
付
け
る
の
で
は
、
企
業
の

「環
境
コ
ス

ト
」
無
視
と
本
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

一
見
、

被
害
者
は
北
広
島
町
と
な
る
。
し
か
し
、
町
民
の
多
く
は
札

幌
市
で
産
業
活
動
に
従
事
し
て
い
る
と
な
る
と
問
題
は
複
雑

と
な
る
。
解
決
の
基
本
は
生
活

・
産
業
廃
棄
物
の
総
量
を
少

な
く
す
る
よ
う
な
生
産
活
動
や
消
費
生
活
の
見
直
し
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
環
境

コ
ス
ト
を
生
産
や
生

活
の
場
に
参
入
さ
せ
る
こ
と
を
社
会
的
に
認
知
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
開
発
イ
コ
ー
ル
経
済
発
展
、
安

価
な
生
活
と
住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
単
純
な
図
式
の
繰
り

返
し
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
事
業
は
将
来
の
社
会
発

展
に
責
任
を
負
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史

的
に
は
"豊
か
さ
"
を
求
め
て
実
行
さ
れ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で

の
各
種
開
発
計
画

・
事
業
は
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
体
現
す
る

一
つ
の
方
法
と
し
て
、

最
近
、
環
境
を
破
壊
し
、
天
然
資
源
を
浪
費
し
た
分
を
国
民

総
生
産

(G
N
P
)
か
ら
差
し
引
く

「グ
リ
ー
ソ
G
N
P
」

と
い
う
考
え
方
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
方
向
を
実
現

す
る
た
め
に
、
開
発
行
為
の
前
提
と
な
る
科
学
技
術
の
利
用

側
面
に
関
し
て
は
、
環
境
問
題
を
射
程
に
入
れ
た
経
済
発
展

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
具
体
的
な
開
発
行
為
に

関
し
て
は
、
国
民
や
地
域
の
意
見
を
汲
み
上
げ
、
そ
の
賛
否

を
直
接
に
問
い
、
そ
れ
を
実
行
す
る
手
段
の
確
立
が
絶
対
的

な
条
件
と
な
ろ
う
。

ホ オ ノ キ
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